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は じ め に 

 

 福井県環境放射能測定技術会議は、平成 24年度 (2012年度) の調査結

果を四半期毎にとりまとめ、平成 24年度第１報～第４報として、第 180

回～第183回福井県原子力環境安全管理協議会に報告し公表してきました。

この報告書はこれらをとりまとめ、年報としたものです。 
 

  この報告書では、「平成 24年度調査計画( FERC第 44巻６号 )」に基づ

く定期的な調査結果のほか、各種環境試料中の放射化学分析結果や年間降

下量など四半期報告書で報告していないもの、東京電力㈱福島第一原子力

発電所事故に関連した放射能調査の結果を収載しました。また、発電所の

運転状況や放射性廃棄物の放出管理の状況などを「５ 参考資料」に示し

ましたのでご参照下さい。 

東京電力㈱福島第一原子力発電所事故の県内への影響については一部

の試料からセシウム-134、セシウム-137等が検出されましたが、環境安全

上問題となるレベルに比べ、はるかに低い濃度であるとともに、チェルノ

ブイリ事故時との比較においてもその影響は十分小さかったことを確認

しています。 
 

また、同事故を受けて、福井県では原子力発電所から 30ｋｍ圏内のモニ

タリング体制を強化するため、21箇所にモニタリングポストを増設し、平

成 25年 4月 1日より、運用を開始しました。 
 

 今後、原子力災害対策指針の適宜見直しが進められるとともに、環境放射

線モニタリング指針の見直しが行われますが、本会議では、それらも反映し

つつ、一層の信頼が寄せられるよう、綿密な環境放射線(能)調査を行い、原

子力発電所周辺環境の放射線安全の確保・確認に万全を期したいと考えてい

ます。 
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　　第１表　調査地点・測定の総数

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 福井(対照) 合計 頻度（回/年)

20 7 14 16 14 71 連続
地点数 26 14 22 26 25 10 123
測定数 104 56 88 104 100 40 492

2 2 2 2 3 11 連続

　 ・定期調査

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 福井(対照) 合計 頻度（回/年)

地点数 1 1 1 1 1 5
測定数 24 24 24 24 24 120
地点数 5 3 3 3 5 1 20
測定数 52 28 28 28 44 12 192
地点数 2 1 2 1 3 1 10
測定数 8 8 6 6 8 4 40
地点数 1 1
測定数 2 2
地点数 2 1 1 2 2 2 10
測定数 8 4 4 4 4 3 27
地点数 2 2 1 1 1 1 8
測定数 7 7 7 7 7 7 42
地点数 2 1 1 1 1 1 7
測定数 4 2 2 2 2 1 13
地点数 1 1 1 1 1 1 6
測定数 1 1 1 1 1 1 6
地点数 1 1 2
測定数 3 3 6
地点数 2 2 2 2 2 1 11
測定数 24 24 24 24 24 12 132
地点数 3 2 2 1 2 1 11
測定数 10 6 12 6 12 2 48
地点数 7 6 8 4 7 32
測定数 25 15 25 12 21 98

10 6 9 6 6 3 40 １～３

4 4 5 4 4 1 22 １～２

4 4 5 4 4 2 23 １～２

地点数 6 1 2 2 5 1 17
測定数 24 8 16 8 20 4 80

205 141 173 136 181 55 891

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 福井(対照) 合計 頻度（回/年)

地点数 2 1 2 1 3 1 10
測定数 8 8 6 6 8 4 40
地点数 5 2 2 2 2 1 14
測定数 60 24 24 23 24 12 167
地点数 2 2 2 2 2 1 11
測定数 8 8 8 8 8 4 44
地点数 3 2 3 2 4 1 15
測定数 18 10 16 10 32 2 88

94 50 54 47 72 22 339

(イ)　連続測定調査

線量率（テレメータシステム）

浮遊じん（テレメータシステム）

積算線量(３ヶ月積算値）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地区
調査項目

（ロ）　核種分析調査

大気中水分（除湿水）

松葉（２年葉）

農産物（大根葉）

測定数合計

魚類（近海魚）

指標植物（ヨモギ）

１２

２

２～４

１

１～２

３

河川水

陸土

１～６

２～６

１～６

４

１２

１～８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地区
調査項目

海水

海底土

指標海産生物（ホンダワ
ラ）

（ハ）　トリチウム分析調査

原乳

降下物（雨水・ちり）

貝類（サザエ、アワビ）

藻類(ワカメ、モズク）

海産食品

２～８

２～１0海水（表層水）

測定数合計

雨水（降下物）

陸水（水道水）

県：福井県原子力環境監視センター　　　　原電：日本原子力発電株式会社
関電：関西電力株式会社                     　機構：独立行政法人日本原子力研究開発機構

４～１２

２～４

４

１２大気中ヨウ素-131

浮遊じん

水道水

陸水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地区
調査項目

－ 2 －



   ・９０Ｓｒ

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 福井(対照) 合計 頻度（回/年)

地点数 1 1 1 1 1 1 6
測定数 1 1 1 1 1 1 6
地点数 1 1 1 1 1 1 6
測定数 1 1 1 1 1 1 6

2 2 2 2 2 2 12

   ・239Pu

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 福井(対照) 合計 頻度（回/年)

地点数 1 1 2
測定数 4 1 5
地点数 1 1 1 1 1 1 6
測定数 1 7 1 1 1 1 12
地点数 1 1
測定数 1 1
地点数 2 5 1 1 1 10
測定数 2 9 1 1 1 14

6 6 １～２

4 4 １～２

1 4 1 1 1 1 9 1
地点数 2 1 2 1 1 1 8
測定数 2 4 2 1 1 1 11

6 39 5 4 4 4 62

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 福井(対照) 合計 頻度（回/年)

地点数 2 1 3 1 2 9
測定数 2 1 3 1 2 9

1 1 1 1 1 1 6 １

1 1 1 1 1 1 6 １

地点数 2 1 1 1 1 6
測定数 2 1 1 1 1 6

6 4 6 4 5 2 27

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 福井(対照) 合計 頻度（回/年)

地点数 2 2 2 2 2 1 11
測定数 2 2 2 2 2 1 11
地点数 2 2 2 2 2 1 11
測定数 2 2 2 2 2 1 11
地点数 2 2 2 2 2 1 11
測定数 2 2 2 2 2 1 11
地点数 1 1 1 1 1 1 6
測定数 1 1 1 1 1 1 6
地点数 1 1 1 1 1 1 6
測定数 1 1 1 1 1 1 6

8 8 8 8 8 5 45

※各地点における月間降下物測定試料（パウデックス樹脂）の12ヶ月分を混ぜ合わせ、灰化物集合試料として測定

（ニ）　放射化学分析による
90

Sr、
239

Pu調査

魚類（近海魚）

貝類（サザエ、アワビ）

海底土

１～４

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地区
調査項目

海底土

１

１

１～９

１～７

農産物（大根葉）

藻類(ワカメ）

放射化学
分析

９０Ｓｒ

２３９Ｐｕ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地区
調査項目

（ヘ）定期外調査

指標海産生物
（ホンダワラ）

１

１

1
指標海産生物
（ホンダワラ）

１

１

測定数合計

測定数合計

    ･年間降下物

γ線スペク
トロメトリ

２２Ｎａ

６０Ｃｏ

１３７Ｃｓ

１

１

指標海産生物
（ホンダワラ）

測定数合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地区
調査項目

（ホ）
１３７

Ｃｓ（アンチコインシデンス測定）

測定数合計

指標植物（ヨモギ）

海産食品
藻類（ワカメ）

貝類(サザエ）

海産食品

１～４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地区
調査項目

陸土

指標植物（ヨモギ）
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２ 調査結果   

 2.１  調査結果の概要 

 本年度の調査結果を要約すれば次のとおりである。  
 
 

（１）周辺公衆の線量評価 

原子力発電所の運転に起因する放射線による周辺公衆の線量に関しては、線量限

度（年間１ﾐﾘｼｰベﾙﾄ）はもとより発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値（年間

0.05 ﾐﾘｼｰベﾙﾄ）をはるかに下まわっていた。 

①  外部被ばくに関して 

・県および施設者のテレメータシステムによる線量率連続測定では、原子力発電所

からの放射性物質の放出に起因する有意な線量率上昇は認められなかった。 

・年間積算線量では、各地区のいずれの地点でも自然線量と比較して有意な線量上

昇は認められなかった。 

②  内部被ばくに関して 

・内部被ばくを評価するために核種分析を行っている大気･浮遊じん、指標植物およ

び海産食品の一部の試料から、福島第一原子力発電所事故の影響と考えられるセ

シウム-134 が、また、海産食品の一部の試料から同事故の影響と考えられる銀

-110m が検出された。上記の試料に加えて農産物および指標海産生物の一部の試

料からはセシウム-137が過去の核実験フォールアウト影響として検出される濃度

と同程度検出された。検出されたこれらの核種は、いずれも環境安全上問題とな

るレベルに比べはるかに低い濃度であった。なお、セシウム-137 が検出された環

境試料の中で、セシウム-134 が同時に検出された試料については、過去の核実験

フォールアウト影響に福島第一原子力発電所事故の影響が加わったものと考えら

れる。 

・大気中水分および海水から発電所の通常の放射性廃棄物管理放出に伴うトリチウ

ムが検出されたが、環境安全上問題となるレベルと比べはるかに低い濃度であった。 

（２）変動傾向および蓄積状況の評価 

・変動傾向および蓄積状況を評価するために調査している陸土、指標植物、松葉、

降下物、海水、海底土および指標海産生物については、平成 23 年２月までは過去

の核実験フォールアウト影響としてセシウム-137 が検出されていた。しかしなが

ら、福島第一原子力発電所事故後は、セシウム-137 の他にヨウ素-131 およびセシ

ウム-134 が検出されており、今年度も、陸土、指標植物、松葉および降下物の一

部試料からセシウム-134 が昨年度に引き続き検出されている。検出されたセシウ

ム-134 の濃度はチェルノブイリ事故時のレベル以下であり、検出頻度、検出濃度

はともに減少傾向にある。 

・昨年度と同様に、雨水、海水から発電所の通常の放射性廃棄物管理放出に伴うト

リチウムが検出された。 

・年間降下物の一部試料からストロンチウム-90 が過去実績を超えて検出されたが、

過去の核実験フォールアウト影響によるものと考えられる。 

・各種環境試料からプルトニウム-239 が検出されているが、昨年までと同様に、過

去の核実験フォールアウト影響によるものと考えられる。 

 

 したがって、平成２４年度の県内各原子力発電所の運転等による周辺公衆の被ばく線量

は無視できるレベルである。 

 注 2（p.5）に参考として、発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に相当する放射能
濃度を示す。  
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  ３．１ 調査方法 
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     第１表      調査地点の詳細 
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     第２表～第７表  測定法、測定器 

                        

  ３．４ 測定結果 

 

     第８表～第 10表   空間線量測定結果 

                       

     第 11表       浮遊じん放射能の連続測定結果 

                                    

     第 12表            大気中のヨウ素－１３１分析結果 

 

      第 13表～第 24表  核種分析結果 

 

     第 25表～第 28表  トリチウム分析結果 

 

          第 29表           放射化学分析等による９０Sr,１３７Cs, 

                              ２３９Pu分析結果  

 

     第 30表       年間降下物の９０Sr,22Na,６０Co,１３７Cs,２３９Pu 

                              分析結果［参考：定期外調査］ 
 

          第 31表       各地の積雪量（2012年 12月～2013年 3月） 

                     ［参考データ］ 
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表２ 測定装置更新に伴う空間線量率の変化       単位：nGy/h 

局名 更新期間 更新前 更新後 

白木峠Ａ  2011.10.8 ～ 2011.10.17 71.4 79.6 

坂尻Ａ  2011.10.7 ～ 2011.10.14 54.3 60.7 

※ 降雨影響時刻を除いた、更新前2011年9月(9/１～9/30）と更新後2011年10月（10/18～11/17）

の平均値を示した。 

 

表３ 観測局舎建替工事に伴う空間線量率の変化    単位：nGy/ｈ 

局名 建替期間 建替前 建替後 

小浜Ａ 2012.11. 5 ～ 2013.3.15 47.8 37.7 

日角浜Ａ 2013. 1.24 ～ 2013.3. 4 42.0 29.9 

※ 更新前後の値は、建替期間前または後１ヶ月間の積雪・降水影響時を除いた１時間平均値を

示した。 

 

（２）原電（Ｂ） 

①  水試裏Ｂでは、2010年９月から2011年７月にかけて、周辺に物品を仮置きしていた影響

により、周辺環境が変化し、地表面からの放射線がしゃへいされて線量率が低下した。 

② 日本原電１０観測局について、2011年11月12日から2012年３月１日にかけて測定装置の

更新を行った。その結果、装置特性等の違いにより、表４のようにバックグラウンド値が

変化した。 

 

表４ 測定装置更新に伴う空間線量率の変化     単位：nGy/h 

測定地点 更新期間 更新前 更新後 

立石Ｂ 2012. 1.17 ～ 2012. 1.20 90.8 87.7 

立石山頂Ｂ 2011.11.23 ～ 2011.11.29 77.2 72.8 

猪ヶ池Ｂ 2011.11.12 ～ 2011.11.17 80.1 77.3 

浦底Ｂ 2011.11.18 ～ 2011.11.24 74.4 73.1 

水試裏Ｂ 2012. 1.23 ～ 2012. 1.26 77.5 76.2 

色ヶ浜Ｂ 2012. 2.14 ～ 2012. 2.17 79.3 79.3 

五幡Ｂ 2012. 1.30 ～ 2012. 2. 2 46.4 46.2 

杉津Ｂ 2012. 2.20 ～ 2012. 2.23 50.2 49.6 

甲楽城Ｂ 2012. 2.27 ～ 2012. 3. 1 43.7 42.7 

今庄Ｂ 2011.12.12 ～ 2011.12.16 39.8 44.1 

※積雪期間および降雨影響時刻を除いた、更新前2011年10月（10/1～10/30）と更新後2012年４月

(4/1～4/30)の平均値を示した。 

 

（３）関電（Ｃ） 

① 青郷Ｃは、青郷小学校体育館改修のため2009年５月から2009年１２月にかけて周辺で工

事が行われ、その間周辺環境が変化するとともに線量率が変化した。 

② 美浜地区１１観測局について、2012年6月18日から2013年2月20日にかけて測定装置の更

新を行なった。その結果、装置特性等の違いにより、表５のようにバックグラウンド値が

変化した。 
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単位：　mBq/m3

天然 機

地区 採 取 地 点 採　取　期　間 核種 関
 22  54  58  60  131 137 106 144   7       60     137

Na Mn Co Co I Cs Ru Ce Be Co Cs

敦賀立石Ｂ 12.04.04～12.05.02 － － － － － － － － 5.5 － ND～0.8 B

〃 12.05.02～12.06.04 － － － － － － － － 5.5

〃 12.06.04～12.07.04 － － － － － － － － 2.7

〃 12.07.04～12.08.03 － － － － － － － － 1.9

〃 12.08.03～12.09.05 － － － － － － － － 2.2

〃 12.09.05～12.10.03 － － － － － － － － 4.9

〃 12.10.03～12.11.02 － － － － － － － － 6.7

〃 12.11.02～12.12.05 － － － － － － － － 5.2

〃 12.12.05～13.01.04 － － － － － － － － 3.9

〃 13.01.04～13.02.04 － － － － － － － － 5.4

〃 13.02.04～13.03.04 － － － － － － － － 5.5

〃 13.03.04～13.04.05 － － － － － － － － 7.3

浦底Ａ 12.04.05～12.05.09 － － － － － －
＊

－ － 3.8 － ND～0.5 A

〃 12.05.09～12.06.06 － － － － － －
＊

－ － 4.1

〃 12.06.06～12.07.05 － － － － － －
＊

－ － 1.9

〃 12.07.05～12.08.08 － － － － － －
＊

－ － 1.2

〃 12.08.08～12.09.06 － － － － － － － － 1.7

〃 12.09.06～12.10.04 － － － － － －
＊

－ － 3.9

〃 12.10.04～12.11.05 － － － － － －
＊

－ － 5.4

〃 12.11.05～12.12.05 － － － － － －
＊

－ － 3.8

〃 12.12.05～13.01.10 － － － － － －
＊

－ － 3.4

〃 13.01.10～13.02.07 － － － － － －
＊

－ － 3.9

〃 13.02.07～13.03.06 － － － － － －
＊

－ － 4.4

〃 13.03.06～13.04.11 － － － － － 0.0
※

－ － 5.6

浦底Ｂ 12.04.04～12.05.02 － － － － － － － － 5.6 － ND～0.8 B

〃 12.05.02～12.06.04 － － － － － － － － 5.3

〃 12.06.04～12.07.04 － － － － － － － － 2.7

〃 12.07.04～12.08.03 － － － － － － － － 2.1

〃 12.08.03～12.09.05 － － － － － － － － 2.3

〃 12.09.05～12.10.03 － － － － － － － － 5.3

〃 12.10.03～12.11.02 － － － － － － － － 6.8

〃 12.11.02～12.12.05 － － － － － － － － 5.5

〃 12.12.05～13.01.04 － － － － － － － － 4.1

〃 13.01.04～13.02.04 － － － － － － － － 5.6

〃 13.02.04～13.03.04 － － － － － － － － 5.6

〃 13.03.04～13.04.05 － － － － － － － － 7.0

色ケ浜Ｂ 12.04.04～12.05.02 － － － － － － － － 5.2 － ND～0.8 B

〃 12.05.02～12.06.04 － － － － － － － － 4.9

〃 12.06.04～12.07.04 － － － － － － － － 2.7

〃 12.07.04～12.08.03 － － － － － － － － 1.9

〃 12.08.03～12.09.05 － － － － － － － － 2.0

〃 12.09.05～12.10.03 － － － － － － － － 4.8

過去実績：2009～2011年度

（注1）I-131はガス状のものを含まない浮遊じんのみの測定結果である。

 対照地区以外の機関Ａの測定は、ろ紙を灰化しているため、I-131は調査対象外である。I-131濃度は第１２表　粒子状I-131の欄を参照。

（注2）*：検出されたCs-137、Cs-134については、調査の結果、製造過程で福島第一原子力発電所事故影響と考えられる放射性セシウムがろ紙に混入していた

      ことが確認された。このため検出された濃度からろ紙の汚染濃度を差し引いた結果を表示している。

（注3）※：浦底Ａでは、福島第一原子力発電所事故影響と考えられるCs-134、Cs-137がともに0.0mBq/m
3
検出された。詳細はp.166のとおり。

      検出された原因は特定できないが、土壌の舞い上がりやろ紙汚染濃度のばらつきなどが考えられる。

第１３表　核種分析結果　その１　浮遊じん

目　　的　　核　　種 参考核種 過 去 実 績
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温と平均相対湿度を用いて求めた空気中の水分量（ℓ /m３）を乗じる。2012年度の月毎の平均的

な空気中の水分量は表－２の通りである。過去に報告された大気中水分のトリチウム濃度（Bq/

ℓ ）も、同様に当該期間中の空気中の水分量を用いて大気中濃度（Bq/m３）に換算することがで

きる。 
 

表－２ 月毎および年間の平均的な空気中の水分量（単位：mℓ /m３) ＊ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

月平均 8.0 10.7 14.0 19.2 19.2 17.1 10.7 7.1 5.1 4.6 4.7 5.4 

年平均 10.5 

   ＊：敦賀特別地域気象観測所における2012年度の平均気温および平均相対湿度を基に計算した。 

 

【線量評価】 

 大気中水分を吸入することによる預託実効線量は、仮に100 Bq/ℓ のトリチウム濃度の水分を含

む空気を成人が年間連続して呼吸し続けると仮定した場合、表－１の線量換算係数および１日の

呼吸量を用いれば、 

  (100Bq/ℓ × 0.0105 ℓ /m３) ×22.2m３/日× 365日× 1.8×10－８mSv/Bq＝ 1.5×10－４mSv 

と計算される。これは、公衆の線量限度１mSvあるいは2008年国連科学委員会報告によるラドン等

の吸入による内部被ばく線量1.26mSvと比べ、無視し得るくらいの極めて小さな値である。 

 

【過去の実績およびバックグラウンドレベル】 

 表－３に過去の実績として1975～2011年度の間の最高値を、また、参考として「表－４」に対

照地点の調査結果を示す。 

 
   表-3 過去の実績(1975～2011年度の最高値)      表-4 対照地点の測定結果(2009～11年度) 
 
     

 
地区 

 
 水 中 濃 度      E 

 
A大 気 中 濃 度       E 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
      

 
試料数 

 
平均濃度±標準偏差 

 
A大 気 中     E 
      
 
水    分 
      

 
高浜 
   

 
  52 Bq/ℓ   
07年11月小黒飯 

 
 0.38 Bq/m３ 

 
大気中水分 

 
  36 

 
  0.64±0.29Bq/ℓ  

 
対照 
   

 
    5.4Bq/ℓ  
 81年４月福井 

 
0.062 Bq/m３ 

 
A雨 水     E 

 
  12 

 
  0.53±0.24Bq/ℓ  

 
A雨 水     E 
      
 
     
      

 
大飯 
   

 
   24.1Bq/ℓ   
 99年３月宮留 

 
       

   
(検出限界値未満の場合を含む全試料の平均) 

 
対照 
   

 
    6.5Bq/ℓ  
 75年６月福井 
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　　表(1) ３Hを除く県内施設起因核種の年間平均濃度の推移と線量評価結果
平均濃度単位：空気試料－mBq/m

３
、水道水－mBq/ℓ、その他－Bq/kg生

預託実効線量

年度 54
Mn

59
Fe

58
Co

60
Co

131
I (mSv)

2007 敦賀･白木･美浜･大飯･高浜 －

2008 〃 －

2009 〃 －

2010 〃 －

2011 〃 －

2012 〃 －

　(注）－は検出例が1例もないもの。

　　　葉菜には指標植物(ヨモギ)を、海産物にはホンダワラ･ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ等の指標海産生物を含む。

空気試料/水道水/葉菜/海産魚･貝･藻類 中年間平均濃度

左記の年度の､

いずれの地区の､いずれの試料からも

県内施設起因上記核種は検出されず

〃

地区

 
 
 

　　　表(2) 　福井県内の137Cs,90Sr, Pu,131I,134Cs平均濃度と線量評価結果
平均濃度単位：（大気mBq/m

3
, 海水および原乳mBq/ℓ,その他mBq/Kg生）

 海水中

 年度  Cs-137
大気 葉菜 原乳 魚類 貝類 藻類 葉菜 藻類 葉菜 魚類 貝類 藻類 大気 葉菜 藻類 大気 葉菜 魚類 藻類  濃　度

2007 － 140 / 100 26 42 480 46 0.39 － 40 13 － － － － － － － 1.8

2008 － 160 / 100 21 53 520 38 0.34 － 30 7.8 － － － － － － － 1.6
2009 － 220 － 100 20 48 290 49 0.42 － 37 10 － － － － － － － 1.7

2010 0.034 170 － 94 24 58 220 41 0.41 0.097 24 9.0 0.30 － 0.47 0.052 － － － 1.7

2011 0.30 370 55 130 35 61 190 45 0.56 － 38 9.1 0.23 272 689 0.29 384 360 52 1.9

2012 0.01 190 － 130 22 43 230 28 0.75 2.4 29 2.2 － － － 0.01 140 180 － 1.7

Cs-134平均濃度   Cs-137平均濃度　　 Sr-90平均濃度　      Pu平均濃度　　 I-131平均濃度

 
 

 年度

  Cs-137   Sr-90 Pu I-131 Cs-134  　合計

2007   1.3 E-4   1.4 E-4   1.2 E-4 － －   3.9 E-4

2008   1.3 E-4   1.5 E-4   8.4 E-5 － －   3.6 E-4

2009   1.3 E-4   9.4 E-5   1.0 E-4 － －   3.2 E-4

2010   1.2 E-4   7.4 E-5   7.9 E-5   1.2 E-5   6.9 E-7   2.9 E-4

2011   2.6 E-4   6.6 E-5   1.0 E-4   1.8 E-4   5.9 E-4   1.2 E-3

2012   1.6 E-4   7.0 E-5   1.0 E-4 －   2.7 E-4   6.1 E-4

預託実効線量（単位:mSv) 　　

 
 

 
注）各年度の濃度は指標生物を含む検出値があるものだけの単純平均。Pu は Pu-(239＋240)。－：検出例が１例もないもの。 

貝類、藻類の Cs-137 はアンチコインシデンス測定によるものも含む。 
海水の Cs-137 は濃縮を通じたより一般化した評価をするための参考値。 その際使用する濃縮係数(cf)は､評価指針によ

れば、Cs-137 では、魚類 30、貝類 20、藻類 20 である。 
大気試料中 I-131 濃度はガス状と粒子状の合計。 

 
 

（参考） 県内平均線量(×10
－６

mSv) 吸入最高

敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 対照 平均 敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 対照 平均 海水平均 吸入 飲用 合計 地区線量

2007 5.3 2.4 2.8 4.6 15 0.80 5.6 1.1 0.9 0.9 0.7 0.9 － 0.91 1.2 8.3 16 24 22

2008 3.4 2.1 3.4 5.2 14 0.87 4.9 1.0 1.0 1.4 1.0 1.1 0.7 1.10 1.8 7.2 19 26 21

2009 2.7 2.3 3.4 5.6 13 0.95 4.6 1.1 1.1 1.3 1.2 1.1 0.70 1.1 18 7.2 19 26 20

2010 3.4 1.9 3.0 5.5 14 0.78 4.7 0.9 0.9 1.0 0.7 0.8 0.60 0.9 1.8 6.9 15 22 21

2011 4.6 2.4 2.9 4.8 13 0.74 5.3 1.0 0.7 1.2 0.8 0.7 0.56 0.86 3.1 7.9 15 23 20

2012 3.6 1.8 2.4 3.8 12 0.66 4.3 0.9 0.8 1.0 0.7 0.8 0.60 0.84 0.9 6.6 15 22 18

注）ﾄﾘﾁｳﾑの大気中水分濃度から大気中濃度への換算には、2012年度の年間平均空気中水分量を用いた。－は検出例がないもの。

　　海水中濃度から海産物経由のﾄﾘﾁｳﾑ(濃縮係数１)による内部被ばくを計算することができる。魚貝藻類の総摂取量は0.26kgである。

表(3)　大気中水分･水道水のトリチウム濃度とその吸入･飲用による預託実効線量 預託実効線量単位:10
-６

mSv

年度
大気中水分のトリチウム平均濃度（Bq/ℓ） 水道水トリチウム平均濃度（Bq/ℓ）
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敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 対照 平均 敦賀 白木 美浜 大飯 高浜 対照 平均

2010 3.0 1.0 2.5 1.2 1.2 － 1.8 12 4.0 10 4.8 4.8 － 7.2

2011 6.8 1.0 3.4 1.1 2.3 － 3.1 27 4.0 14 4.4 9.2 － 12

2012 0.6 0.7 1.0 0.8 1.2 0.6 0.9 2.4 2.8 4.0 3.2 4.8 2.4 3.6

注）海水中トリチウム濃度から海産物経由のトリチウムによる内部被ばくを計算することができる。

    魚貝藻類の総摂取量は0.26kgである。

表(４)　海水中トリチウム濃度と海産物摂取による預託実効線量

年度
     海水中トリチウムの平均濃度(Bq/ℓ) 預託実効線量（×10

-6
mSv)

 
 
 

1.E+00

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 00 02 04 06 08 10 12

成
人

の
預

託
実

効
線

量
(n
S
v)

年度

図-１ 各種試料中核種濃度から計算した内部被ばく預託実効線量(nSv)

敦賀合計

美浜合計

大飯合計

核実験Cs

核実験計

トリチウム

高浜合計

(1μSv)

美浜→ ←高浜

←大飯

敦賀事故影響

チェルノブイリ発電所事故影響

～

(1mSv)

←敦賀

(1nSv)

公衆の線量限度：１mSv/年

福島第一原子力発電所

事故影響

 
 

（図―１の注） 

 (1)核実験 Cs：過去の核実験フォールアウト核種である Cs-137 による預託実効線量評価結果。1986 年のチェルノブイリ発電

所事故影響では、Cs-137 の他に I-131 や Ru-103、Ru-106、Cs-134 の評価を加えた結果（図中、破線部）と、

陸土への各放射性核種の蓄積量から求めた外部被ばく線量の評価を加えた結果（図中、一点鎖線部）もあわせ

て示した。 

        2010 年度結果に福島第一原子力発電所事故影響による Cs-137、Cs-134 寄与を含めた。 

(2)核実験計：過去の核実験フォールアウト核種である Cs-137、Sr-90、Pu-239 による預託実効線量評価結果。2010 年度～ 

2012 年度の結果には福島第一原子力発電所事故影響による I-131、Cs-134 寄与を含めた。 

 (3)トリチウム：大気中トリチウムの吸入、水道水中トリチウムの飲用による預託実効線量評価結果の合計。1990 年頃までは

核実験影響が支配的であった。2009 年度からは、これらに海産物摂取による預託実効線量評価結果を加えた（表

(4)参照）。 

(4)各地区における過去の施設寄与は、主として Co-60 によるものであり、その他は Mn-54,Co-58 によるものであった。一部

の試料には I-131、Fe-59 があった。 

  
 

なお、線量評価に用いた「モニタリング指針」が示す摂取量モデル及び線量係数を以下に示す。 
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５．５ 各発電所の発電停止状況                                  2012年04月 ～ 2013年03月 （年間） 

             項 目 

 施設名 

         発 電 停 止  状  況 そ     の     他 

年 月 日 概     要 年 月 日 概     要 

日本原電㈱ 

敦賀発電所 

１号機 11. 1.26～  第33回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 なし 

２号機 11. 8.29～  第18回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 なし 

関西電力㈱ 

美浜発電所 

１号機 10. 11.24～ 

   

第25回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 

 

なし 

 

２号機 11.12.18～ 第27回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 なし 

３号機 11. 5.14～ 

 

第25回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 なし 

 

関西電力㈱ 

大飯発電所 

１号機 10.12.10～ 

 

第24回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 なし 

２号機 11.12.16～ 

 

 

第24回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 なし 

３号機 

 

11. 3.18～ 

 12. 7. 5 

第15回定期検査作業実施  

12. 7. 5～ 

12. 8. 3～ 

 

 

調整運転開始 

第15回定期検査を終了し、営業

運転再開 

４号機 

 

11. 7.22～ 

 12. 7.21 

第14回定期検査作業実施 

 

 

12. 7.21～ 

12. 8.16～ 

 

調整運転開始 

第14回定期検査を終了し、営業

運転再開 

関西電力㈱ 

高浜発電所 

１号機 

 

11. 1.10～ 第27回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏

まえた安全対策対応中 

 なし 

２号機 11.11.25～ 第27回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏ま

えた安全対策対応中 

 なし 

３号機 12. 2.20～ 第21回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏ま

えた安全対策対応中 

 なし 

４号機 

 

11. 7.21～ 

 

第20回定期検査作業実施中 

・福島原子力発電所事故を踏ま

えた安全対策対応中 

 

 なし 
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５．10 緊急時モニタリングルートの線量率調査 

 
１． 調査方法 

(1) 調査期間 
平成２４年６月～平成２５年３月 

(2) 調査項目 
空間γ線量率 

(3) 測定器等 
① 測定器 

各機関が有するモニタリングカーに搭載の線量率計による。 
機 関 名 検 出 器      検出器位置 
県監視ｾﾝﾀｰ ２”φ×２”NaI(Tl)検出器 屋根（地上高 2.1m） 
原   電 ２”φ×２”NaI(Tl)検出器 屋根（地上高 1.5m） 
関   電 ２”φ×２”NaI(Tl)検出器 屋根（地上高 2.5m） 
原子力機構 ２”φ×２”NaI(Tl)検出器 屋根（地上高 2.9m） 

 
② 測定法 

停車し、２分～５分間測定。 
(4) 測定地点 

第１図に、各ルートの測定地点を示す。 
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